
　

熊
本
県
、
大
分
県
支
部
会
の
皆
様
、
近
在
の
九
州

支
部
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
心
身
の
痛
手
を
被
っ
た

こ
と
と
紙
上
を
借
り
て
御
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
こ
の
度
の
大
震
災
は
二
ヶ
月
を
経
て
も
い
ま
だ

に
収
ま
ら
ず
、
地
震
速
報
が
毎
日
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
４
月　

日
に
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
か
つ
て
経

１４

験
の
な
い
余
震
が
長
き
に
亘
り
、
地
震
の
怖
さ
を
ま

ざ
ま
ざ
と
知
ら
さ
れ
、
自
然
の
力
に
対
す
る
人
の
無

力
を
痛
切
に
感
じ
ま
す
。 
熊
本
支
部
、
大
分
支
部
の

会
員
の
個
人
々
の
方
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
被
害
に

遭
わ
れ
て
い
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
が
、
未

だ
に
詳
細
な
状
況
は
把
握
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
幸

い
亡
く
な
っ
た
方
は
い
な
い
よ
う
で
、
胸
を
な
で
下

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
余
震
の
た
め
、
帰
宅
で
き

ず
車
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
も
お

ら
れ
る
よ
う
で
、
早
く
平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ

と
を
御
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
同
窓
会
の
御
世
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
た
会
員
の
皆
様
の
辛
い
話

を
思
い
出
し
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
す
。

　

本
年
度
の
母
校
入
学
式
の
４
月
５
日
は
、
中
庭
の

桜
が
新
入
生
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
散
る
の
を

遅
ら
せ
、
歓
迎
の
式
典
に
春
爛
漫
の
華
や
か
さ
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
３
８
７
名
の
準
会

員
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
４
年
、
６
年
後
に
成

長
し
同
窓
会
正
会
員
と
な
る
の
を
楽
し
み
に
、
同
窓

会
を
代
表
し
て
御
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

　

大
学
は
、
学
生
の
受
け
入
れ
と
輩
出
を
繰
り
返

し
、
１
３
５
年
の
星
霜
を
数
え
ま
し
た
。
畜
産
食
品

工
学
科
（
現
食
品
科
学
科
）
の
開
設
は
昭
和　

年
４２

に
、
畜
産
学
科
は
経
営
畜
産
学
科
（
現
動
物
科
学

科
）
と
改
組
し
て
昭
和　

年
に
再
開
致
し
ま
し
た
。

４３

今
年
度
に
両
学
科　

年
の
節
目
と
し
て
の
御
祝
い
を

５０

両
学
科
の
先
生
方
が
企
画
中
で
、
同
窓
会
も
全
面
的

な
支
援
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
、
詳
細
な
御
案
内
は

後
便
に
て
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
先
に
も
御
知
ら
せ

致
し
ま
し
た
が
、
応
用
生
命
学
部
の
両
学
科
は
、
新

教
育
棟
に
素
晴
ら
し
い
研
究
室
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
第
二
校
舎
で
学
ん
だ
食
品
工
学
科
は
新
教

育
棟
６
階
に
、
校
地
北
側
の
木
造
校
舎
や
Ｄ
棟
で
学

ん
だ
経
営
畜
産
学
科
は
新
教
育
棟
５
階
へ
移
転
し
た

研
究
室
の
変
貌
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。
両
学
科
の
同
窓
生
・
級
友
、
ク
ラ
ブ
関
連
の
会

員
同
志
で
御
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
来
校
さ
れ

る
こ
と
を
御
奨
め
し
ま
す
、
大
学
周
辺
の
武
蔵
境
の

変
貌
に
も
き
っ
と
驚
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
同
窓
会
会
館
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
学
の
施
設
整
備
に
支
援
・
協
力
が
先
見

事
項
と
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
本
件
は
先
送
り
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
１
３
０
周
年
記
念
事
業
教
育
棟

の
完
成
で
教
育
・
研
究
施
設
整
備
は
一
段
落
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
会
館
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
学
の
敷
地
内
に
土
地
の
提
供
を

御
願
い
で
き
る
余
裕
は
全
く
な
く
、
独
立
し
た
会
館

建
設
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
法

人
日
本
医
科
大
学
赫
理
事
長
の
御
理
解
と
御
協
力
を

得
て
、
同
窓
会
室
を
本
館
事
務
部
跡
に
二
室
の
貸
与

許
可
を
頂
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
事
業
と
し
て
同
窓

会
室
の
移
転
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
先
般
、
４

月
１
日
に
池
本
学
長
と
同
窓
会
で
貸
与
契
約
書
を
交

わ
し
ま
し
た
。
同
窓
会
室
の
設
計
等
を
大
学
事
務
に

提
出
し
、
近
々
に
は
改
装
と
移
転
を
終
え
る
予
定
で

す
。
現
在
の
同
窓
会
事
務
室
は
、
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
の
５
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
の
小
さ
な
部
屋
で
大

変
手
狭
で
し
た
が
、
今
回
は
同
窓
生
も
満
足
戴
け
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
本
館
玄

関
を
入
り
直
ぐ
右
側
の
二
部
屋
は
、
事
務
室
と
会
議

室
兼
応
接
室
と
し
て
同
窓
生
が
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
来
校
し
た
折
は
気
軽
に
、

同
窓
会
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る
と
同
窓
会
室
の
設

置
に
奔
走
し
た
永
年
の
苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
会
長
と
し
て
、
今
後
の
同
窓
会
は
獣
医
学

科
依
存
か
ら
全
学
科
に
よ
る
会
の
運
営
に
よ
っ
て
共

存
・
共
栄
を
諮
っ
た
同
窓
会
組
織
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
１
３
０
余
年
の

歴
史
あ
る
獣
医
学
科
の
卒
業
生
、　

年
を
経
た
応
用

５０

生
命
学
部
両
学
科
の
卒
業
生
と　

周
年
の
獣
医
保
健

１０

看
護
学
科
の
会
員
数
が
逆
転
す
る
こ
と
は
学
生
定
員

数
を
み
れ
ば
当
然
で
あ
り
ま
す
。
手
始
め
に
同
窓
会

会
則
の
改
定
を
行
う
予
定
で
、
代
議
員
会
に
改
正
案

を
提
示
、
来
年
度
ま
で
充
分
に
検
討
時
間
を
持
ち
平

成　

年
度
代
議
員
会
で
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２９
本
件
案
に
つ
い
て
会
員
の
皆
さ
ま
の
御
意
見
は
当
然

で
す
が
、
何
卒
自
分
の
会
則
と
思
っ
て
改
正
案
の
御

支
持
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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第 49 号 

熊
本
地
震
の
被
災
者
の
皆
さ
ま
に

　
　
　
　
　
　

心
か
ら
御
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

　

中　

條　

眞
二
郎

　

平
成　

年
度
の
同
窓
会
代
議
員
会
は
、
平
成　

年

２８

２８

７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
開
催
が
決
定
し
ま

２３

し
た
。
会
則
に
基
づ
き
代
議
員
を
選
出
し
、
代
議
員

へ
直
接
「
議
案
書
」
を
御
送
り
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
会
報
が
御
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
す
べ
て
の
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
・
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
も
、

支
部
を
は
じ
め
、
代
議
員
の
方
々
の
御
協
力
を
御
願

い
致
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
会
報
に
て
御
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

同
窓
会
代
議
員
会
開
催
が
決
定



��
　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時

１０

ま
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
に
て
も
受
け
付
け
ま

す
。
連
絡
先
は
本
会
報
一
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

�
　

本
会
報
が
届
か
な
い
会
員
は
、
住
所
の
変
更
（
市

区
町
村
番
地
変
更
を
含
む
）
あ
る
い
は
住
所
登
録
が

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
届
か
な
い
会
員
が
い
ま
し
た

な
ら
本
部
事
務
局
へ
住
所
登
録
を
す
る
よ
う
御
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
登
録
用
紙
は
名
簿
差
し
込
み
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

他
大
学
で
学
位
を
授
与
さ
れ
た
会
員
。
国
会
議

員
、
市
町
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
・
再
選
さ
れ
た

会
員
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
会
員
、
ご
逝
去
さ
れ
た

会
員
な
ど
。
連
絡
は
情
報
提
供
者
を
特
定
で
き
る
、

電
話
以
外
の
方
法
に
て
御
願
い
し
ま
す
。

�
　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
ま
で
の
会
費
未
納
の
方

２７

は
、
御
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
払
込
み
取
扱
票
を
御
送

り
致
し
ま
す
。
郵
便
局
で
の
振
り
込
み
払
込
取
扱
票

に
は
、
御
忘
れ
な
く
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記

載
し
、
通
信
欄
に
は
卒
業
学
科
と
卒
業
期
（
封
筒
の

住
所
ラ
ベ
ル
の
区
分
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
住

所
等
変
更
の
あ
る
方
は
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
記
載

事
務
局
だ
よ
り 

  

同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡 

  

住
所
変
更
届
け
の
御
願
い 

 

次
に
該
当
さ
れ
る
会
員
は
本
部
へ
連
絡
を
願
い
ま
す 

  

会
費
納
入
の
お
願
い 

の
変
更
有
り
に
丸
印
し
て
く
だ
さ
い
、
登
録
変
更
を

致
し
ま
す
。

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
本
会
報
一
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
各
種
集
会
案
内
な
ど

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
・
案
内
し
ま
す
、
御
利
用

く
だ
さ
い
。

�
　

連
携
動
物
病
院
登
録
申
請
手
続
き
の
窓
口
は
同
窓

会
事
務
局
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
案
内
、
あ
る
い
は
同
窓
会
事
務
局
へ
御
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
　

今
年
度
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
の
大
学

祭
に
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。
会
場
は
母
校
本
館
一

階
に
新
設
さ
れ
る
同
窓
会
会
議
室
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。　

月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）
の
二
日
間

１１

で
、
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
設
を
予
定
し

１１

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
会
場
を
開
放
し
て
、
寛
げ
る
よ
う
に
し
て

御
待
ち
し
て
い
ま
す
。
大
学
祭
や
母
校
の
見
学
、
大

学
祭
期
間
中
の
会
合
な
ど
の
つ
い
で
に
御
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

�叙
勲
者

（
本
部
に
届
け
出
の
み
を
掲
載
）

平
成　

年
４
月

２７

　

大
学　

期　

國
谷　

寛
（
瑞
宝
小
綬
章
）

１５

訃
報

　

今
井　

荘
一
名
誉
教
授
（
平
成　

年
５
月
５
日
）

２７

  

母
校
付
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請 

 
今
年
度
も
大
学
祭
で
ブ
ー
ス
を
開
設 

同
窓
会
関
係
情
報 
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学
位
取
得
者 

（
平
成
２７
年
８
月
〜
平
成
２８
年
５
月
） 

博士取得者一覧

所属教室学位授与年月日 氏　　名 
（ふ り が な ）

動物生産化学平成２８年３月１０日 大森 　　 聖 
おおもり さとし

動物生殖学平成２８年３月１０日 小沢 　 聡恵 
おざわ さとえ

実験動物学平成２８年３月１０日 金田 　 弘実 
かねだ ひろみ

食品化学　平成２８年３月１０日 澤田  麻紗子 
さわだ まさこ

食品衛生学平成２８年３月１０日 関 　 真  里  乃 
せき ま り の

食品機能化学平成２８年３月１０日 玉井 　 宏平 
たまい こうへい

システム経営学平成２８年３月１０日 玉川 　 聡美 
たまがわ さとみ

食品バイオテクノロジー平成２８年３月１０日 對馬 　 健太 
つしま けんた

農産食品学平成２８年３月１０日 三橋 　　 純 
みつはし じゅん

実験動物学平成２８年３月１０日 茂川 　 拓紀 
もがわ ひろき

実験動物学平成２８年３月１０日 森山 　 雄太 
もりやま ゆうた

動物生産化学平成２８年３月１０日 米山 　　 遼 
よねやま りょう

獣医保健看護学基礎部門　平成２８年３月１０日 荒井 　 香  南 
あらい か な

獣医保健看護学応用部門平成２８年３月１０日 遠藤 　 友彦 
えんどう ともひこ

獣医保健看護学臨床部門平成２８年３月１０日 銀 　　　 梓 
ぎん あずさ

獣医保健看護学臨床部門平成２８年３月１０日 小林 　 真  歩 
こばやし ま ほ

病態獣医学部門平成２８年３月１０日 清水 　　 茜 
しみず あかね

獣医保健看護学臨床部門平成２８年３月１０日 平松 　 朋子 
ひらまつ ともこ

獣医保健看護学臨床部門平成２８年３月１０日 蒔田 　 成美 
まきた なるみ

修士取得者一覧

所属教室学位授与年月日 氏　　名 
（ふ り が な ）

獣医解剖学平成２８年３月１０日 小原 　 幸弘 
こはら ゆきひろ

獣医臨床病理学平成２８年３月１０日 小林 　 正人 
こばやし まさと

獣医外科学平成２８年３月１０日 佐藤 　 朝香 
さとう あさか

獣医病理学平成２８年３月１０日 中平 　　 嶺 
なかひら れい

生体分子化学平成２８年３月１０日 野澤 　 聡司 
のざわ さとし

獣医外科学平成２８年３月１０日 箱崎 　 貴治 
はこざき たかはる

獣医内科学平成２８年３月１０日 吉松 　 宏基 
よしまつ ひろき

獣医病理学平成２８年１月２１日 佐藤 　 寛子 
さとう ひろこ

獣医生化学平成２８年２月２５日 岩闢 　 永治 
いわざき えいじ

獣医保健看護学臨床部門平成２８年３月１０日 宮部 　 真裕 
みやべ まさひろ

実験動物学平成２８年３月１０日 野原 　 正勝 
のはら まさかつ

他大学での学位取得者（本部受付）

獣医学博士・（岐阜大学連合大学院）平成２４年３月 片山  理  恵  子 
カタヤマ リ エ コ

（獣医４７期）
大
学
院
課　
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澤
田　

郁
夫

　

毎
年
の
よ
う
に
活
発
に
会
を
さ
れ
て
い
る
同
窓
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
我
々
第　

期
（
昭
和　

年

２３

４６

入
学
の
会
）
は
卒
業
以
来　

年
ぶ
り
の
初
の
開
催
で

４０

し
た
。
平
成　

年　

月　

日
（
日
）
の　

時
、
運
動

２７

１０

１１

１２

場
も
無
く
な
り
様
変
わ
り
し
た
本
学
中
庭
に
、
予
定

の　

名
が
集
結
し
ま
し
た
。

４９

　

面
影
は
わ
ず
か
で
も
覚
え
て
い
る
顔
、
顔
、
顔
。

で
も
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
ど
こ
の
研
究
室
だ
っ

け
？
ど
こ
の
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
か
な
？　

出
身
は
？　

全
く
覚
え
て
い
な
い
仲
間
も
。
で
も
時
間
の
経
過
と

と
も
に
和
や
か
に
そ
れ
は
解
決
出
来
て
い
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
本
学
教
授
梶
ヶ
谷
君
の
引
率
で
懐
か
し
い

旧
校
舎
（
現
博
物
館
）
よ
り
校
内
ツ
ア
ー
が
あ
り
、

続
い
て
大
学
近
く
の
久
松
に
て
会
を
進
め
ま
し
た
。

最
初
に
発
起
人
代
表
天
野
君
の
司
会
に
よ
り
、
逝
去

さ
れ
た　

名
の
仲
間
へ
黙
祷
の
後
、
同
窓
会
長
中
條

１１

眞
二
郎
先
生
の
貴
重
な
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
各
自

１
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
（
時
間
オ
ー
バ
ー
で
制

止
さ
れ
る
仲
間
も
お
り
ま
し
た
が
）
宴
は
盛
り
上
が

り
、
次
回
は
関
西
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、

ほ
ぼ
全
員
が
二
次
会
、
三
次
会
へ
と
席
を
移
し
初
の

同
窓
会
を
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
だ
の
で
し
た
。

��一
、
教
員
人
事
（
平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
７

２７

１１

２８

月　

日
ま
で
）

２０

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２８

　

准
教
授

　
　

佐
藤　
　

薫
（
乳
肉
利
用
学
）

　
　

木
村　

彰
利
（
食
品
経
済
学
）

　

助　

教

　
　

佐
藤　

由
佳
（
疾
病
予
防
獣
医
学
部
門
衛
生
・
公
衆

衛
生
学
分
野
）

　
　

木
邊　

量
子
（
病
態
獣
医
学
部
門
感
染
症
学
分
野
）

　
　

三
浦
亮
太
朗
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ
）

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２８

　

特
任
教
授

　
　

阿
久
澤
良
造
（
応
用
生
命
科
学
部
）

○
再
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２７

１２

　

特
任
教
授

　
　

清
水　

一
政
（
獣
医
学
部
）

○
再
任
（
平
成　

年
５
月
１
日
付
）

２８

　

特
任
教
授

　
　

山
田　
　

裕
（
獣
医
学
部
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２８

　

教　

授

　
　

堀　
　

達
也
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ
）

　
　

有
村　
　

裕
（
動
物
生
体
防
御
学
）

　

准
教
授

　
　

片
山
健
太
郎
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　
　

道
下　

正
貴
（
病
態
獣
医
学
部
門
病
態
解
析
学
分
野
）

　
　

落
合　

和
彦
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

呰
上　

大
吾
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

母
校
近
況 

  

教
員
人
事 

庶
務
課  

　
　

長
田　

雅
宏
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

　
　

鴇
闢　

敏
彦
（
英
語
学
）

　

講　

師

　
　

栃
木　

裕
貴
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　
　

藤
原　

亜
紀
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

　
　

加
藤　

卓
也
（
疾
病
予
防
獣
医
学
部
門
野
生
動
物
学

分
野
）

　
　

佐
藤　

稲
子
（
獣
医
学
総
合
教
育
部
門
獣
医
学
総
合

教
育
分
野
）

　
　

小
柳　
　

円
（
動
物
生
体
防
御
学
）

○
配
置
換
（
平
成　

年
５
月
１
日
付
）

２８

　

臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ　

講
師

　
　

水
谷　
　

尚
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

○
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２８

３１

　

講　

師

　
　

大
石　

元
治
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２８

３１

　

教
授

　
　

田
口　

文
広
（
病
態
獣
医
学
部
門
感
染
症
学
分
野
）

　
　

鷲
巣　

月
美
（
獣
医
学
総
合
教
育
部
門
獣
医
学
教
育

推
進
室
）

　
　

阿
久
澤
良
造
（
乳
肉
利
用
学
）

　
　

佐
々
木
輝
雄
（
食
品
経
済
学
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日

２８

付
）

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

阿
久
澤
良
造

　
　

佐
々
木
輝
雄
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平
成　

年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験

２８

に
お
い
て
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て
志
願
者
数
が
約
３

０
０
名
減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

志
願
者
数
が
減
少
し
た
理
由
と
し
て
、
平
成　

年
２８

度
入
学
試
験
に
お
け
る
全
国
的
な
志
願
者
傾
向
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
文
高
理
低
」
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

･

試
験
に
お
け
る
数
学
Ⅰ 

Ａ
、
化
学
の
難
化
も
影
響

し
、
農
・
水
畜
産
・
獣
医
学
部
系
統
に
お
い
て
志
願

者
が
や
や
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　

依
然
と
し
て
、
本
学
を
含
む
高
等
教
育
機
関
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
今
後
も
状
況
を
精
査
し
、

来
年
度
以
降
も
大
学
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
質

の
良
い
学
生
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

 
平
成
２８
年
度 

入
学
試
験
結
果 

教
務
・
学
生
課 

る
。

　

平
成　

年
度
入
学
試
験
の
変
更
点
と
し
て
、
一
般

２８

入
学
試
験
（
第
２
回
）
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
か

２６

ら
獣
医
学
科
を
除
く
３
学
科
併
願
を
実
施
し
て
き
た

が
、
平
成　

年
度
入
学
試
験
よ
り
、
４
学
科
に
お
け

２８

る
併
願
を
導
入
し
た
。

　

平
成　

年
度
入
学
試
験
で

２９

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

出
願
を
行
う
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
を

導
入
し
、
紙
の
願
書
を
廃
止

す
る
ほ
か
、
獣
医
保
健
看
護

学
科
に
お
い
て
指
定
校
推
薦

入
試
を
実
施
す
る
。

平成２８年度入試結果
倍　率合格者数受験者数志願者数試験区分学科学部

3.85 207783一般公募推薦〔推薦〕

獣
医
学
科

獣
医
学
部

―023社会人〔特別選抜〕

―011帰国子女及びＩＢ取得者

2.17 61314獣医師後継者育成及び
地域獣医療支援

8.50 21718学士

13.12 42551552センター試験利用（第一回）

8.23 1261,0371,040一般入学試験（第一回）

68.33 6410461一般入学試験（第二回）

―20221082172合　計

2.26 235252一般公募推薦〔推薦〕
獣
医
保
健
看
護
学
科

0.00 011社会人〔特別選抜〕

2.43 75182182センター試験利用（第一回）

2.44 126308312一般入学試験（第一回）

2.87 236673一般入学試験（第二回）

―247609620合　計

―44927172792学　部　合　計

1.27 263333一般公募推薦〔推薦〕

動
物
科
学
科

応
用
生
命
科
学
部

1.00 555指定校推薦

2.75 71195195センター試験利用（第一回）

2.58 149384394一般入学試験（第一回）

2.28 4398115一般入学試験（第二回）

―294715742合　計

1.00 171717一般公募推薦〔推薦〕

食
品
科
学
科

1.00 101010指定校推薦

4.90 30147147センター試験利用入試（第一回）

4.00 144センター試験利用入試（第二回）

2.29 121277282一般入学試験（第一回）

3.35 237790一般入学試験（第二回）

―011編入学〔編入学〕

―202533551合　計

―49612481293学　部　合　計

―94539654085総　合　計　

注）紙面の都合上、志願者が無かった試験区分は削除した。

平成２８年度入学者数
92名　獣医学科
102 名　獣医保健看護学科
101 名　動物科学科
92名　食品科学科
387 名　合　計

�

獣
医
学
科
長　

小
山　

秀
一

　

第　

回
獣
医
師
国
家
試
験
は
、
平
成　

年
２
月　

６７

２８

１６

日
（
火
）、　

日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
合
否

１７

結
果
が
３
月　

日
（
金
）
に
公
表
さ
れ
た
。
今
年
の

１１

受
験
者
総
数
は
１
、
２
９
９
人
（
新
卒
１
、
０
０
９

人
）
で
あ
り
、
合
格
率
は　

・
８
％
（
新
卒　

・
０

７８

８８

％
、
既
卒　

・
９
％
）
で
あ
っ
た
。
過
去
５
年
間
の

４７

中
で
も
最
も
低
い
合
格
率
で
あ
っ
た
昨
年
（
全
体

　

・
６
％
、
新
卒　

・
８
％
、
既
卒　

・
０
％
）
と

７５

８４

３５

比
較
し
今
年
は
全
体
に
回
復
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

大
学
別
の
合
格
率
は
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
本
学

は
、
新
卒
受
験
者　

人
中
、
合
格
者　

人
（
合
格
率

９３

８２

　

・
２
％
）
で
あ
り
、
既
卒
者
も　

人
中　

人

８８

２５

１５

（　

・
０
％
）
が
合
格
し
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を

６０上
回
っ
た
。
し
か
し
、
新
卒
者
の
結
果
は
全
国　

大
１６

学
中
９
位
で
あ
り
、
私
立
５
大
学
で
は
３
位
で
あ
っ

た
。

　

現
在
の
獣
医
師
国
家
試
験
の
出
題
数
は
、
必
須
問

題　

問
、
学
説
問
題
１
６
０
問
、
実
地
に
関
す
る
問

５０ 平
成
２７
年
度 

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て 

題
１
２
０
問
の
合
計
３
３
０
問
で
あ
る
。
そ
し
て
、

合
格
基
準
は
必
須
問
題
が　

％
以
上
、
他
の
問
題

７０

（
学
説
Ａ
・
Ｂ
及
び
実
地
Ｃ
・
Ｄ
）
の
総
合
点
が　

％
６０

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
５
年
間
の
合
格
率
を
み

る
と
、
全
体
で
は　

％
前
後
（　

・
６
〜　

・
７

８０

７５

８３

％
）、
新
卒
で
は　

％
前
後
（　

・
８
〜　

・
０
％
）

９０

８４

９１

で
あ
り
、
ほ
ぼ
一
定
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

こ
２
年
は
い
ず
れ
も
新
卒
者
の
合
格
率
が　

％
を
下

９０

回
っ
て
お
り
や
や
低
下
傾
向
で
あ
る
。
ゆ
と
り
世
代

と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
の
学
生
に
対
し
、
自
己
研
鑽

意
欲
を
ど
の
よ
う
に
導
き
出
す
か
が
課
題
と
思
わ
れ

る
。
本
学
で
は
、
６
年
後
期
の
総
合
獣
医
学
に
加

え
、
学
生
か
ら
の
要
望
に
添
っ
た
国
家
試
験
対
策
講

義
を
土
曜
学
校
と
銘
打
っ
て
行
っ
て
い
る
が
、
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
勉
強
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
今
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

グ
ル
ー
プ
内
で
お
互
い
の
得
意
分
野
、
不
得
意
分
野

を
整
理
し
協
力
し
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
計
れ
る
よ
う
努
力
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
教

員
側
も
今
回
の
結
果
を
分
析
し
、
新
た
な
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。



（5） 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４９ 号 平成 ２８ 年７月

 
�

　

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）
午
前　

時
か
ら
、
日

２８

１０

１０

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
度
学
位
記
授
与

２７

式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
午
前
中
に

学
部
、
午
後
に
大
学
院
の
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
行

さ
れ
た
。

　

午
前
中
の
学
部
学
位
記
授
与
式
は
、
学
校
法
人
日

本
医
科
大
学
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
、
父
母

会
、
亜
細
亜
大
学
学
長
、
獣
医
師
会
な
ど
か
ら　

余
３０

名
の
来
賓
を
招
き
執
り
行
わ
れ
た
。

　

獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動

９７

９９

物
科
学
科　

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
合
計
３
７
０

９６

７８

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
引
き
続
き
学
長
式

 
平
成
２７
年
度 

学
位
記
授
与
式 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

辞
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
教
員
免
許
、
人
工
授
精
修

了
書
、
学
芸
員
単
位
取
得
証
明
書
、
学
長
賞
、
欅

賞
、
獣
医
師
会
褒
賞
、
同
窓
会
長
賞
の
授
与
が
あ
っ

た
。
同
窓
会
、
父
母
会
の
記
念
品
贈
呈
、
卒
業
生
代

表
挨
拶
の
あ
と
学
科
斉
唱
後
閉
会
と
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
の
大
学
院
学
位
記
授
与
式
で
は
、
獣
医

学
専
攻
博
士
課
程
修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者
９

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者

及
び
博
士
後
期
課
程
修
了
者
８
名
、
応
用
生
命
科
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者
及
び
博
士
後
期
課
程
修

了
者　

名
の
合
計　

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

１３

３０

�
　

学
長
賞
、
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、

同
窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選
出
さ

れ
、
武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
欅
賞
は
課
外
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
収

め
た
個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
。
授
与
に
つ
い

て
、
最
終
学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、

在
学
生
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

学
長
賞

　

獣
医
学
科 

６
年 

林　
　

麻
央

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

近
藤　

真
由
香

　

動
物
科
学
科 

４
年 

闍
橋　

菜
摘

　

食
品
科
学
科 

４
年 

川
島　
　

彩

譖
日
本
獣
医
師
会
褒
章

　

獣
医
学
科 

６
年 

杉
浦　

壮
大

同
窓
会
長
賞

　

獣
医
学
科 

６
年 

赤
羽
根　

僚
太

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

梅
津　

萌
子

　

動
物
科
学
科 

４
年 

沼
田　

歩
美

　

食
品
科
学
科 

４
年 

大
木　

真
実

欅
賞

　

動
物
科
学
科 

４
年 

碇
谷　

の
ぞ
み

　

馬
術
部 

部
長 

小
沼　

将
大

武
蔵
野
賞

　

獣
医
学
科 

２
年 

江
藤　

由
佳

　

獣
医
学
科 

２
年 

加
藤　

瑠
惟

　

獣
医
学
科 

２
年 

田
口　
　

諒

　

獣
医
学
科 

３
年 

上
玉
利　

成
美

　

獣
医
学
科 

３
年 

鈴
木　

友
美

　

獣
医
学
科 

３
年 

志
賀　

佑
太

　

獣
医
学
科 

４
年 

柴　
　

舞
華

　

獣
医
学
科 

４
年 

織
田　

英
見

 

平
成
２７
年
度 

学
生
表
彰 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

獣
医
学
科 

４
年 

伏
居　

南
美

　

獣
医
学
科 

５
年 

宮
川　

寛
済

　

獣
医
学
科 

５
年 

山
下　
　

諒

　

獣
医
学
科 

５
年 

田
中　

菜
都
子

　

獣
医
学
科 

６
年 

伊
藤　

大
貴

　

獣
医
学
科 

６
年 

藤
原　

万
里
子

　

獣
医
学
科 

６
年 

池
田　

紘
子

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

佐
々
木　

舞

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

赤
堀　

由
起
恵

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

小
笹　

佑
実

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

兼
田　

梨
沙

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

坪
内　

千
春

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

後
迫　

か
ほ
り

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

武
井　

和
奏

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

嵐
田　

彩
奈

　

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

中
村　

枝
里
香

　

動
物
科
学
科 

２
年 

市
川　

み
の
り

　

動
物
科
学
科 

２
年 

池
田　

早
保
美

　

動
物
科
学
科 

２
年 

吉
田　

南
風

　

動
物
科
学
科 

３
年 

樋
口　

香
子

　

動
物
科
学
科 

３
年 

佐
藤　

李
香

　

動
物
科
学
科 

３
年 

甲
斐　

小
百
合

　

動
物
科
学
科 

４
年 

大
木　

妙
子

　

動
物
科
学
科 

４
年 

白
川　
　

静

　

動
物
科
学
科 

４
年 

丹
羽　

菜
々
子

　

食
品
科
学
科 

２
年 

真
弓　

佳
奈
子

　

食
品
科
学
科 

２
年 

森　
　

彩
圭

　

食
品
科
学
科 

２
年 

中
島　

理
沙

　

食
品
科
学
科 

３
年 

横
井　

七
奈

　

食
品
科
学
科 

３
年 

松
原　
　

諄

　

食
品
科
学
科 

３
年 

赤
石　
　

幸

　

食
品
科
学
科 

４
年 

小
泉　

真
緩

　

食
品
科
学
科 

４
年 

菅
野　
　

究

　

食
品
科
学
科 

４
年 

岡
田　

彩
加

←
池
本
学
長
挨
拶

→
同
窓
会
長
賞
の
授
与
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キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長　
　

　

清
水　

謙
一

　

平
成　

年
度
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
政
府
方
針
の

２７

『
就
職
活
動
の
後
ろ
倒
し
』
に
い
か
に
対
応
で
き
る

か
で
し
た
。
前
年
ま
で
と
違
い
、
エ
ン
ト
リ
ー
解
禁

が
卒
業
年
度
前
の　

月
か
ら
３
月
へ
、
採
用
活
動
開

１２

始
（
内
定
出
し
）
が
卒
業
年
度
４
月
か
ら
８
月
へ
後

ろ
に
ず
れ
、
就
活
生
の
間
で
は
内
定
の
声
を
聞
く
の

が
遅
く
な
り
不
安
が
る
学
生
が
大
勢
い
ま
し
た
。
そ

の
分
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
対

策
を
講
じ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
強
化
、
業
界
研

究
を
深
め
る
た
め
業
界
大
手
企
業
を
招
聘
し
、
就
活

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
さ
せ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度
の
就
職
実
績
は
今
ま
で
の

本
学
に
類
を
見
な
い
好
成
績
を
残
せ
、
学
生
と
教
職

員
の
取
組
み
が
結
実
し
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
学
科
の
就
職
率
の
実
績
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
獣
医
学
科　

・
７
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科

９８

　

・
９
％
、
動
物
科
学
科　

・
７
％
、
食
品
科
学
科

９８

９８

１
０
０
・
０
％
と
卒
業
学
生
就
職
希
望
者
３
１
６
名

中
３
１
３
名
（　

・
０
％
）
が
志
望
の
就
職
先
へ
決

９９

ま
り
全
学
科
と
も
素
晴
ら
し
い
数
字
が
残
せ
ま
し

た
。
学
科
の
内
訳
で
す
が
、
獣
医
学
科
で
は
、
本
学

の
一
番
の
強
み
で
あ
る
小
動
物
臨
床
に　

名
（　

５７

６７

％
）
と
例
年
よ
り
高
い
数
字
を
示
し
引
き
続
き
動
物

病
院
人
気
の
高
さ
が
際
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

公
務
員
獣
医
師
８
名
と
公
務
員
人
気
も
高
く
、
農
林

水
産
省
３
名
、
県
庁
等
５
名
の
獣
医
師
を
輩
出
し
ま

し
た
。
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
８
名
で
本
学
を
初

め
、
東
京
大
学
・
大
阪
大
学
へ
と
進
学
し
て
い
ま

 
平
成
２７
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況 

す
。
獣
医
保
健
看
護
学
科
は
、
動
物
看
護
師
の
道
を

選
ん
だ
学
生
が　

名
（　

％
）
と
就
職
者
の
半
数
を

４４

４８

占
め
る
程
志
向
が
高
く
、
学
科
の
特
徴
が
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
で
顕
著
な
動
き
に
大
手
ペ
ッ
ト

保
険
の
関
連
会
社
に
７
名
が
入
社
す
る
な
ど
業
界
の

動
向
が
注
目
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

食
品
・
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
も
人
気
が
あ
り
６
名
が
就

職
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
６
名
で
本

学
を
初
め
、
東
京
大
学
に
２
名
進
学
し
て
い
ま
す
。

動
物
科
学
科
は
、
食
品
・
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
人
気

で　

名
（　

％
）
が
就
職
し
ま
し
た
。
学
科
の
学
び

１２

１３

が
直
接
生
か
せ
る
畜
産
酪
農
系
企
業
・
牧
場
や
独
立

行
政
法
人
・
各
種
団
体
に　

名
が
進
み
業
界
で
の
活

１０

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
７
名

で
本
学
を
初
め
、
北
海
道
大
学
・
東
京
農
工
大
学
へ

と
進
学
し
て
い
ま
す
。
食
品
科
学
科
は
、
食
品
メ
ー

カ
ー
だ
け
で　

名
（　

％
）
と
特
化
し
た
学
科
ら
し

２６

３４

い
傾
向
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
社
・
流
通
・

外
食
を
含
め
る
と
食
品
関
連
産
業
で　

名
（　

％
）

５３

６９

と
食
品
へ
の
指
向
の
高
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま

す
。
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
２
名
で
本
学
に
進
学
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
就
職
の

率
』
よ
り
『
就
職
の
質
』
を
追
及
し
、『
キ
ャ
リ
ア

の
質
保
証
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
就
活
生

た
ち
が
内
定
報
告
に
来
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

「
就
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
い
う
学
生
た
ち
の
報
告
を
聞
く
に
つ
け
、

「
お
め
で
と
う
。
日
獣
に
来
て
よ
か
っ
た
ね
！
」
と

い
う
声
を
返
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
引

き
続
き
就
活
生
全
員
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
よ
う
し
っ

か
り
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平成２９年度　入学試験

日　程学　科入試区分

平成２８年１２月４日（日）全学科推薦・特別選抜
（学士を除く）

平成２９年１月１４日（土）～
平成２９年１月１５日（日）全学科センター試験利用

平成２９年２月５日（日）※獣医学科第１回
一　

般
平成２９年２月６日（月）獣医保健看護学科・

動物科学科・食品科学科第１回

平成２９年３月１５日（水）全学科第２回

※獣医学科の一般（第１回）は、１／１４・１／１５に実施されるセンター試験を一部利用します。

平成２８年度　オープンキャンパス

日　程学　科

平成２８年７月１０日（日）全学科

平成２８年８月２０日（土）全学科

平成２８年１０月２日（日）全学科

平成２８年１１月５日（土）※応用生命科学部

平成２８年１１月６日（日）※獣医学部

※ 11/5・11/6 は大学祭と同時開催

 お問合せ 　TEL：0422-31-4151 入試広報センター

 平成２９年度　入試情報 入試広報センター

学
会
事
務
局
長　

新
井　

敏
郎

　

獣
医
生
命
科
学
会
は
平
成　

年　

月
に
第
１
回
大

２６

１１

会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
秋
の
大
会
は
第
３
回
大
会
と

な
り
ま
す
。
第
３
回
大
会
は
平
成　

年　

月　

日

２８

１１

１３

（
日
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
日
本

獣
医
生
命
科
学
大
学
Ｅ
棟
１
階
講
義
室
お
よ
び
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
教
育
公
演
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
一
般
演
題
発
表
（
ポ
ス
タ
ー
）
を
実
施

予
定
で
す
。
６
月
に
理
事
会
開
催
、
実
行
委
員
会
設

置
、
８
月
に
開
催
案
内
（
演
題
募
集
を
含
む
）
通
知

の
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
会
を
設
立
し

て
日
が
浅
く
、
財
政
基
盤
が
ま
だ
ま
だ
弱
く
、
従
来

の
学
術
交
流
会
の
よ
う
に
隔
年
で
の
地
方
開
催
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
同
窓
生
に
会

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
演
題
を
発
表
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
学
会
が
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
第
３
回
大
会
に
、
多
く
の
同
窓
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠

第
3
回 
獣
医
生
命
科
学
会
開
催
の
案
内
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�

選
考
委
員
長　

食
品
科
学
科
教
授　
　
　
　
　

　

中
山　
　

勉

　

梅
野
信
吉
賞
は
、
本
学
に
在
籍
す
る
専
任
教
員
を

対
象
に
、
顕
著
な
研
究
業
績
を
あ
げ
本
学
の
栄
誉
に

貢
献
し
た
教
員
（
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
を
含
む
、
た
だ

し
教
授
は
除
く
）
を
顕
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
は
、
３
名
の
応
募
者
が
あ
り
、
２
学

２７

部
４
学
科
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
含
む
）
の
教

授　

名
で
構
成
さ
れ
る
当
該
選
考
委
員
に
よ
り
受
賞

１５
者
の
選
考
を
行
っ
た
。
選
考
基
準
に
沿
っ
て
厳
格
に

選
考
し
た
結
果
、
国
際
的
な
学
術
誌
に
お
い
て
関
連

研
究
が
多
数
公
表
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
獣

医
学
部　

獣
医
保
健
看
護
学
科　

獣
医
保
健
看
護
学

応
用
部
門
の
吉
村
久
志
助
教
に
決
定
し
た
。

　

吉
村
助
教
は
平
成　

年
３
月
に
日
本
大
学　

生
物

１９

資
源
科
学
部　

獣
医
学
科
を
卒
業
後
、
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
大
学
院　

獣
医
生
命
科
学
研
究
科　

獣

医
学
専
攻
博
士
課
程
に
て
獣
医
病
理
学
研
究
室　

闍

橋
公
正
教
授
に
師
事
し
、
平
成　

年
３
月
に
博
士

２４

（
獣
医
学
）
の
学
位
を
所
得
し
た
。
同
年
４
月
か
ら

は
日
本
医
科
大
学　

病
理
学
（
統
御
機
構
・
腫
瘍

学
）
講
座
で
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
平
成

　

年
４
月
か
ら
は
日
本
学
術
振
興
会　

特
別
研
究
員

２５

－

Ｐ
Ｄ
と
し
て
、
石
渡
俊
行
博
士
（
現　

東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所　

研
究
部
長
）
の
も

と
で
ヒ
ト
の
膵
癌
の
分
子
病
理
学
的
研
究
に
従
事
し

た
。
平
成　

年
７
月
に
本
学　

獣
医
保
健
看
護
学
応

２６

用
部
門　

病
態
病
理
学
研
究
分
野
に
助
教
と
し
て
着

任
し
た
。
医
学
領
域
の
技
術
を
獣
医
学
の
診
断
や
研

究
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
逆
に
イ
ヌ
、
ネ
コ
の

 
平
成
２７
年
度 

梅
野
信
吉
賞
受
章
者
決
定 

研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
ヒ
ト
の
病
気
の
理
解
に
生

か
す
こ
と
を
目
標
に
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　

梅
野
信
吉
賞
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ヌ
お
よ
び
ネ
コ
乳

腺
腫
瘍
の
癌
微
小
環
境
に
関
す
る
病
理
学
的
研
究
」

で
あ
っ
た
。
研
究
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
研
究
概
要
」

　

こ
れ
ま
で
の
癌
研
究
の
多
く
は
、
癌
細
胞
自
体
の

特
性
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
癌
組
織

に
は
、
癌
細
胞
に
加
え
て
様
々
な
種
類
の
間
質
細
胞

お
よ
び
細
胞
外
基
質
か
ら
構
成
さ
れ
る
癌
微
小
環
境

が
存
在
し
、
そ
こ
で
織
り
な
さ
れ
る
癌
細
胞
と
間
質

の
相
互
作
用
が
、
癌
の
進
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
題
目
で
は
、
イ

ヌ
と
ネ
コ
の
乳
腺
腫
瘍
の
間
質
を
二
重
免
疫
組
織
化

学
や
免
疫
組
織
化
学－

ｉ
ｎ　

ｓ
ｉ
ｔ
ｕ　

ｈ
ｙ
ｂ

ｒ
ｉ
ｄ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
二
重
染
色
な
ど
の
高
度
な

病
理
学
的
技
術
を
用
い
て
解
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

乳
腺
腫
瘍
の
悪
性
度
に
伴
っ
て
間
質
に
筋
線
維
芽
細

胞
が
出
現
す
る
こ
と
や
、
同
細
胞
が
細
胞
外
基
質
Ｔ

ｅ
ｎ
ａ
ｓ
ｃ
ｉ
ｎ－

Ｃ
を
産
生
す
る
こ
と
で
癌
の
進

行
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
出
し
た
。
今
後

は
癌
の
間
質
を
標
的
と
し
た
新
た
な
癌
治
療
法
の
開

発
が
期
待
さ
れ
る
。

　

梅
野
信
吉
賞
の
授
賞
式
は
平
成　

年
４
月
５
日
の

２８

入
学
式
で
行
わ
れ
、
池
本
学
長
か
ら
賞
状
お
よ
び
副

賞
（
同
窓
会
贈
呈
）
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
本
研
究
内

容
は
本
年
度
の
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術
交
流

会
に
お
い
て
披
露
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

�
　

平
成　

年
４
月
５
日
（
火
）
午
前　

時
か
ら
「
日

２８

１０

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体

育
館
）
に
お
い
て
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大

学
関
係
者
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
役
員
、
父
母

会
役
員
な
ど
来
賓
出
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学

１０

専
攻
博
士
前
期
課
程
８
名
、
同
後
期
課
程
１
名
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
４
名
、
同
後
期
課

程
１
名
、
獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１

９２

０
２
名
、
動
物
科
学
科
１
０
１
名
、
食
品
科
学
科　
９２

名
の
合
計
４
１
１
名
が
入
学
し
た
。

　

新
入
生
紹
介
に
始
ま
り
、
学
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞

の
後
、
同
窓
会
及
び
父
母
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。
引
き
続
き
学
生
表
彰
、
梅
野
信
吉
賞
、
紫
雲

賞
の
授
与
式
が
あ
り
学
科
斉
唱
後
閉
会
し
た
。

 

平
成
２８
年
度 

入
学
式 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

→
中
條
会
長
祝
辞

←
同
窓
会
記
念
品
贈
呈

←
池
本
学
長
祝
辞
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同
窓
会
員
の
皆
様
、
御
元
気
に
て
日
本
各
地
で
御

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
報
を
お

借
り
し
て
大
学
事
情
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

�　

動
物
看
護
師
の
公
認
は
悲
願

　

昨
今
の
文
部
科
学
省
は
、
中
教
審
、
教
育
再
生
会

議
の
意
見
を
反
映
し
て
、
ま
さ
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的

回
転
で
す
。
特
に
本
学
と
の
関
連
が
深
い
職
業
専
門

大
学
設
置
な
ど
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
対
決
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
起
き
て
き
ま
し

た
。
既
成
の
職
業
専
門
大
学
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

か
、
文
部
科
学
省
の
憂
慮
を
メ
デ
ィ
ア
は
報
道
し
て

い
ま
す
。
本
学
の
獣
医
保
健
看
護
学
科
創
設
は
平
成

　

年
、
と
同
時
に
医
療
に
お
け
る
４
年
制
看
護
学
科

１７の
受
益
権
で
あ
る
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
と
同

格
に
国
家
資
格
と
し
て
の
動
物
看
護
師
制
度
を
要
望

し
な
が
ら
創
設
し
ま
し
た
。
平
成　

年
第
１
７
７
回

２３

通
常
国
会
に
お
け
る
衆
議
院
で
は
城
島
議
員
、
参
議

院
で
は
町
村
議
員
が
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
改
正
に

お
け
る
附
帯
決
議
と
し
て
《
獣
医
以
外
の
獣
医
療
従

事
者
と
し
て
の
動
物
看
護
師
の
制
度
化
》
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
加
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
４
月　

日
に
開
か
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
に

１５

お
い
て
、
公
明
党
の
高
木
議
員
は
動
物
看
護
師
の
国

家
資
格
化
を
採
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
進
展
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
職
業
専
門

大
学
設
置
論
の
前
提
に
放
任
さ
れ
続
け
て
い
る
動
物

看
護
師
の
公
認
制
度
化
を
切
望
す
る
次
第
で
す
。
昭

和　

年
、
無
私
奉
仕
、
奔
走
説
得
、
議
員
立
法
と
し

２５
て
狂
犬
病
予
防
法
の
制
定
に
人
生
を
賭
け
ら
れ
た
本

学
の
先
輩
で
熊
本
県
選
出
の
原
田
雪
松
衆
議
院
議
員

と
、
同
県
人
で
私
立
獣
医
学
校
一
期
生
梅
野
信
吉
博

士
（
日
本
獣
医
学
校
第
４
代
校
長
）
が
創
製
し
た
狂

犬
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
を
、
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
っ
て
普
及
し
、
撲
滅
を
果
し
た
２
人
の
世
代
を

超
え
た
絆
は
、
逸
話
を
超
え
た
本
学
の
建
学
理
念
そ

の
発
露
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

�　

大
学
の
２
０
１
５
年

　

平
成　

年
度
の
事
業
活
動
収
支
決
算
書
に
よ
り
ま

２７

す
と
、
法
人
の
収
入
実
績
は
８
８
、
５
８
７
百
万

円
、
支
出
実
績
は
９
１
、
２
７
５
百
万
円
で
あ
り
、

支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
傘
下
に
あ
る
本
学

の
収
入
実
績
は
４
、
５
７
８
百
万
円
、
支
出
実
績
は

３
、
８
６
８
万
円
で
あ
り
収
支
差
額
は
７
１
０
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
一
方
、
文
部
科
学
省
に
よ
る

経
常
費
補
助
金
は
５
億
６
千
万
円
（
５
６
６
大
学
中

１
２
２
位
）、
科
学
研
究
費
の
助
成
は
７
千
４
０
０

万
円
の
交
付
を
受
け
、
小
規
模
大
学
と
し
て
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
教
員
数
は
常
勤
１
２
３
名
、
非
常
勤
１
１

１
名
、
職
員
数
は　

名
（
パ
ー
ト
、
臨
時
職
員
を
含

７４

む
）、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
（
助
手
を
含
む
）、
動
物

医
療
セ
ン
タ
ー
担
当
教
員
数　

名
（
助
手
も
含
む
）

２５

に
よ
り
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

学
生
数
は
、
獣
医
学
科
（
６
年
制
）
５
６
９
名
、

獣
医
保
健
看
護
学
科
（
４
年
制
）
４
０
６
名
、
動
物

科
学
科
（
４
年
制
）
３
９
２
名
、
食
品
科
学
科
（
４

年
制
）
３
５
７
名
。
全
学
生
総
数
は
１
、
７
２
４
名

（
学
生
収
容
定
員　

１
、
６
０
０
名
）。
そ
の
う
ち
女

子
学
生
は
１
、
１
３
７
名
、
男
子
学
生
は
５
８
７
名

で
あ
り
、
女
子
学
生
型
の
大
学
施
設
整
備
が
要
望
さ

れ
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

大
学
院
は
、
獣
医
学
博
士
課
程　

名
、
獣
医
保
健

２２

看
護
学
修
士
課
程　

名
、
同
博
士
課
程
２
名
の　

名

１６

５４

で
す
。
大
学
院
定
員
は　

名
で
あ
り
、
大
学
院
生
の

２４

減
少
時
代
に
も
拘
ら
ず
、
幸
い
本
学
の
大
学
院
生
数

は
充
足
し
、
研
究
成
果
の
躍
進
も
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

就
職
率
は
就
職
希
望
者
全
員
が
就
職
し
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。
獣
医
師
国
家
試
験
の
現
役
卒
業
生
の
合

格
率
は　

・
２
％
（
全
国
平
均　

・
０
％
）。
国
公
私

８８

８８

立　

大
学
の
中
位
で
し
た
。
学
生
の
質
の
保
障
は
大

１６
学
の
責
務
、
獣
医
学
教
育
の
国
際
認
証
を
目
標
に
推

進
室
を
設
置
し
、
同
時
に
看
護
・
動
物
・
食
品
の
各

科
も
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
を
提
示
し

て
改
革
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�　

農
学
と
医
学
の
連
携

　

本
学
の
獣
医
学
部
（
獣
医
学
科
・
獣
医
保
健
看
護

学
科
）、
応
用
生
命
科
学
部
（
動
物
科
学
科
・
食
品

科
学
科
）
の
属
す
る
学
問
分
野
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
農

学
系
で
あ
り
、
そ
の
農
学
系
分
野
に
お
け
る
《
農
と

医
の
連
携
論
》
は
古
く
て
新
し
い
話
題
で
す
。
１
０

０
年
以
上
前
の
１
９
１
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ア
レ
キ
ン
ス
・
カ
レ
ル
博
士

は
、
地
球
と
健
康
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
警
告
し
て

い
ま
す
。『
土
壌
は
人
間
生
活
全
般
の
基
礎
で
あ
る
。

そ
れ
が
近
代
的
な
農
業
経
済
学
の
手
法
に
よ
る
開
発

で
崩
壊
し
た
。
そ
の
崩
壊
し
た
土
地
を
再
び
回
復
さ

せ
る
こ
と
以
外
に
、
人
間
が
健
康
に
生
活
で
き
る
環

境
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
土
地
の
肥
沃
度

に
生
物
の
健
康
は
影
響
を
受
け
る
。
そ
の
理
由
は
す

べ
て
の
食
物
は
直
接
ま
た
は
間
接
に
土
壌
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。』
と
。
ま
た
カ
レ
ル
博

士
は
医
と
農
の
関
連
を
土
壌
と
食
物
の
栽
培
、
食
物

と
健
康
と
の
連
鎖
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は

『
食
べ
物
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
が
、
ど
う
し
て
人

の
病
気
に
つ
い
て
理
解
で
き
よ
う
か
。』
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
箴
言
こ
そ
、
ま
さ
に
農
と
医
の

連
携
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
示
す
強
烈
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
え
ま
し
ょ
う
（『
農
医
連
携
論
』
陽　

捷
行
著
よ
り
引
用
）。

　

本
学
で
は
、
こ
の
農
と
医
に
関
連
す
る
４
学
科
が

連
携
し
合
い
な
が
ら
、
獣
医
学
科
は
、
家
庭
動
物
や

産
業
動
物
の
医
療
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
防
疫
、
公

衆
衛
生
等
の
領
域
に
。
獣
医
保
健
看
護
学
科
は
、
動

物
看
護
、
動
物
介
在
活
動
、
動
物
福
祉
等
の
領
域

に
。
動
物
科
学
科
は
、
食
用
動
物
の
生
産
、
生
態
、

機
能
、
環
境
、
衛
生
等
の
領
域
に
。
食
品
科
学
科

は
、
食
品
の
美
味
し
さ
、
安
全
性
、
栄
養
、
食
文

化
、
食
品
衛
生
、
流
通
等
多
領
域
に
お
け
る
、
教

育
、
研
究
、
社
会
貢
献
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
ら
に
本
学
は
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
の
傘

下
、
合
同
教
育
棟
Ｅ
棟
に
は
医
学
部
基
礎
科
学
課
程

の
教
職
員
に
よ
る
教
育
、
研
究
活
動
が
開
始
さ
れ
て

２
年
目
、
農
と
医
の
連
携
に
つ
い
て
も
一
層
深
化
し

斯
学
の
先
端
と
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

比
類
な
き
大
学
組
織
を
活
用
し
、
新
し
い
発
想
を
練

り
、
創
造
と
進
化
に
向
け
て
踏
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
同
窓
会
諸
兄
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。
末
辞
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
御

健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

学
長　

池 

本 

卯 

典

紫
雲
台
の
2
0
1
5
年


